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面に垂直なラメラ構造としては 6 nm と 13 nm の周期構造の存在が報告されている。また、膜面側
方の配列としては、0.41 nm の面間隔をもつ Hexagonal 相、0.37 nm と 0.41 nm の面間隔をもつ







域両方のデータを同時に取得できる放射光 X 線回折法を用いて、IPM の浸透にともなう角層構造
の経時変化について調べた。さらに、電子線回折法を用い、直接生体皮膚に IPM を塗布した場合
の IPM の浸透にともなう角層構造の経時変化について調べた。 
結果として、X 線回折法による回折強度プロファイルから、IPM 塗布後経時的な小角ピークの減
少と広角ピークのわずかな減少が見られた。電子線回折法による散乱プロファイルからは、IPM 塗
布時間に関わらず、広角ピークにわずかな減少が見られた。電子線回折法では角層表層のデータを
取得したため、塗布時間による変化は見られなかった。これらの結果から、IPM は細胞間脂質のラ
メラ周期間を通って浸透することが予想される。浸透経路についてより詳細に調べるため、今後ラ
メラ周期の異なるマウスや人工膜等を用いた研究が必要である。 
 
 
